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実施内容 

（１）研修体制の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上に示した体制を基本としている。平成２９年度から、県全体の教員の英語指導力向上、ひい

ては児童生徒の英語力向上を目指し、下に示したように「長崎県英語教育推進協議会」を組織す

る。県内大学等との連携を強化し、校種を越えて英語教育の充実につながる取組を目指す。 

 

 【長崎県英語教育推進協議会】                                                 

     

 小・中学校では、すでに平成２７年度～２９年度を「長崎県英語指導力向上の期間」とし、県

が目指す教員の姿を明示した上で、研修会等の充実を図ってきた。英語教育推進リーダー（中央

研修受講者）を活用した「英語指導力向上研修地区別研修会」を計画・実施するとともに、県内

大学等との連携による研修会や研修協力校を活用した授業公開研修会等を行うなど、目標達成に

向けた取組及び本県の英語教育の更なる充実に資する取組を充実させることを目指している。 

 また、高等学校においても、推進リーダーを活用した「高等学校英語教員指導力向上研修」を

平成３０年度までに全ての英語担当教員に受講させるとともに、研修協力校において公開授業や

県内大学と連携した研修を実施し、教員の指導力及び英語力の向上を図る。 

 本協議会の設置により、県内大学からの専門的な見地からの助言を得るとともに、県下全域で

情報を共有し、同一方向での共通実践が図られるような取組を推進していく。 
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（２）英語教育の状況を踏まえた目標管理 

○英語教育の状況を踏まえた目標管理 

①求められる英語力を有する教師の割合 

【中学校】 

２８年度：２９．３％（２８年度目標値：４０％）  ２９年度目標値：５０％ 

【高等学校】 

２８年度：６６．３％（２８年度目標値：７０％）  ２９年度目標値：８０％ 

 

《平成２９年度の取組》 

【中学校】 

平成２８年度から、英語教育推進リーダーを活用した「英語指導力向上研修地区別研修会」

を実施するに当たり、中学校英語科教員を対象とした選択研修として、外部試験（TOEIC IP テ

スト）の受験を計画・実施（受験料は県が負担）している。 

平成２９年度も同様に、地区別研修会受講者等を対象としてTOEIC IPテストの受験を計画し、

積極的な受験を働きかける。 

 

【高等学校】 

  平成２８年度は、８月の「教員の英語力向上研修会Ⅰ」において、教員が自らの英語力を高

めるための方法や外部検定試験の概要に関する研修を実施し、２月の「教員の英語力向上研修

Ⅱ」で、普通科を中心とする約５０名の英語科教員を対象に TOEIC IP テストの受験を実施した。 

平成２９年度も同様の研修会を計画し、専門学科・総合学科等の英語科教員を対象として同

テストを実施する。 

 

②求められる英語力を有する生徒の割合 

【中学校】 

２８年度：３２．８％（２８年度目標値：４０％）  ２９年度目標値：５０％ 

【高等学校】 

２８年度：３９．９％（２８年度目標値：４２％）  ２９年度目標値：５０％ 

 

《平成２９年度の取組》 

【中学校】 

本県では、毎年４月に中学校３年生を対象とした県独自の学力調査（英語）を実施しており、

その分析結果を基に英語力向上に向けた取組の強化を図っている。その中で、英検３級程度の

英語力とのかかわりを踏まえた分析を行うことが必要であると考える。 

本年度は、既に他教科を対象に実施している学力向上対策に係る委員会に英語を加え、調査

結果を受けての課題改善に向けた情報発信を行うこととしている。その中で、授業改善の視点

を明確にした授業づくりを行うなど、生徒の英語力向上につながるような英語指導の改善に向

けた意識を高める取組を実施する。 

 

【高等学校】 

  平成２７年度までに「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の作成を義務付けるとともに、教員が生徒の英

語力の的確な把握に向けて意識向上を図るよう取組を強化した。また、平成２８年度からは、

県独自のスピーキングテスト「高校生英会話力テスト」を開発し、全ての全日制県立高校で実

施することにより、生徒の聞く力・話す力をより客観的に把握できるようになった。 

  今後は、研修会等を通じて４技能をバランスよく高める授業づくりに向けた取組をさらに推

進するとともに、「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の有効活用に対する意識向上や「高校生英会話力テス

ト」の改善等に努め、生徒の英語力向上に取り組むこととしている。 

 



 

長崎県教育委員会 

4

③学習到達目標の整備状況 

【中学校】（設定） 

２８年度：８３．９％（２８年度目標値：６０％）  ２９年度目標値：１００％ 

【高等学校】（設定） 

２８年度：９８．７％（２８年度目標値：１００％） ２９年度目標値：１００％ 

 

《平成２９年度の取組》 

【中学校】 

  これまでも教育センターと連携を図り、各種研修会や学校訪問等において「ＣＡＮ－ＤＯリ

スト」の形での学習到達目標の設定の在り方やその活用方法等について説明を行ってきた。ま

た、教育センターが作成したモデル指導案に「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の活用を関連付けた授業

計画を提示するなど、各学校での授業づくりに生かすよう働きかけてきた。 

平成２８年度は、各市町教育委員会に対して「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の作成１００％を目指

す旨を啓発するとともに、英語教育推進リーダーを活用した「英語指導力向上研修地区別研修

会」においても「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の活用について講義形式により情報共有を行った。 

  その成果として、今年度は目標値を大きく上回る結果となったが、今後は、各学校が作成し

た指導と評価との関連性が高い「ＣＡＮ－ＤＯリスト」をどのように活用していくかについて

教員の意識を高めていかなければならない。地区別研修会で継続して講義を行っていくだけで

なく、今年度の英語教育推進協議会で各市町教委の指導主事と、指導と評価の一体化に向けて

情報共有を行い、活用促進に努めていく。また、現在「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の公表を行って

いる学校の情報を広く紹介することにより、多くの学校の公表を促す。 

  

【高等学校】 

  平成２７年度に全ての県立高校に「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の作成・提出を求め、現在未作成

は市立高校１校のみである。 

平成２８年５月に外部専門機関（ベネッセ・コーポレーション）から講師を招き、各校の英

語科主任を対象とした研修会の中で活用イメージの共有化を図った。今後は、研修会の実施と

学校訪問等を通じて、「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の改善、ホームページ等での公表、リストを活用

した評価の改善等に向けた取組を進めていく。 

 

④生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 

【中学校】 

２８年度：７１．６％（２８年度目標値：７５％）  ２９年度目標値：８０％ 

【高等学校】 

２８年度：４９．２％（２８年度目標値：５０％）  ２９年度目標値：６０％ 

《平成２９年度の取組》 

【中学校】 

平成２７～２９年度を「長崎県英語指導力向上の期間」とし、教員が目指す「３つの姿」を

示している。その中の一つとして「生徒の言語活動が活発な授業を行う」ことを目指し、「英語

指導力向上研修地区別研修会」での学びをもとに、コミュニケーション活動を重視した言語活

動を積極的に取り入れた授業づくりに取り組むよう働きかけている。 

研修受講後には、どのように授業改善を図ったか、そして生徒にどのような変容が見られた

かなどについての報告を求め、活発な言語活動の充実に向けて意識の高揚を図っている。 

今後は、各種研修会等において、授業の中で生徒自身が英語使用について振り返る場面を設

定するなど、英語使用への意識を高めるような授業づくりを普及させたい。また、授業の中で

の英語による言語活動時間を増やしていくことも大切であるが、質を高めていくことも課題と

して捉え、「地区別研修会」での学びを活用した授業づくりをより一層働きかけていく必要があ

る。 
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【高等学校】 

  英語教育推進リーダーを講師とした「英語教員指導力向上研修」や、「外部専門機関と連携し

た英語指導力向上事業」の一環として実施した「言語活動・パフォーマンステスト研修会」等

を通して、生徒の言語活動を中心とした授業づくりを進めるためのスキルを高める機会を設け

ている。 

  また、英語教員海外研修を修了した教員による公開研究授業（平成２５年より継続実施）を

実施し、最新の理論に基づく言語活動（特にタスク）中心の授業の推進について意識を共有し

てきた。 

  現状として、生徒主体の授業づくりに向けた意識が高まっており、授業における言語活動時

間の割合も増加している。今後は、「指導力向上研修」の研修内容を生かし、言語活動の中身に

ついても充実を図るよう働きかける。また、研修協力校による公開授業を通して、「ＣＡＮ－Ｄ

Ｏリスト」の活用も含め、効果的な指導の在り方や先進的な取組等を生かした授業を普及させ

ることができるように努め、生徒の言語活動を中心とした授業づくりを推進する。 

 

⑤パフォーマンステストの実施状況 

【中学校】 

○スピーキングテスト 

２８年度：２．５回（２８年度目標値：２．９回）  ２９年度目標値：３．０回 

  ○ライティングテスト 

２８年度：１．５回（２８年度目標値：２．４回）  ２９年度目標値：２．５回 

【高等学校】 

  ○スピーキングテスト 

・コミュニケーション英語Ⅰ 

２８年度 １．２６回（２８年度目標値 １．２回）  ２９年度目標値 １．５回 

   ・コミュニケーション英語Ⅱ 

２８年度 １．０７回（２８年度目標値 ０．７回）  ２９年度目標値 １．０回 

   ・コミュニケーション英語Ⅲ 

２８年度 １．１２回（２８年度目標値 ０．５回）  ２９年度目標値 １．０回 

   ・英語表現Ⅰ 

２８年度  ０．５回（２８年度目標値 １．２回）  ２９年度目標値 １．５回 

   ・英語表現Ⅱ 

２８年度 ０．８３回（２８年度目標値 ０．７回）  ２９年度目標値 １．０回 

○ライティングテスト 

・コミュニケーション英語Ⅰ 

２８年度 ０．４１回（２８年度目標値 ０．５回）  ２９年度目標値 １．０回 

・コミュニケーション英語Ⅱ 

２８年度 ０．２２回（２８年度目標値 ０．５回）  ２９年度目標値 １．０回 

・コミュニケーション英語Ⅲ 

２８年度  ０．３回（２８年度目標値 ０．５回）  ２９年度目標値 １．０回 

・英語表現Ⅰ 

２８年度 ０．７５回（２８年度目標値 １．０回）  ２９年度目標値 １．５回 

・英語表現Ⅱ 

２８年度  １．８回（２８年度目標値 １．０回）  ２９年度目標値 １．５回 
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《平成２９年度の取組》 

【中学校】 

  これまで、「英語指導力向上研修地区別研修会」をはじめ、各種研修会等において「ＣＡＮ－

ＤＯリスト」に関する講義や指導と評価の一体化に関する講義を行うなどして、「ＣＡＮ－ＤＯ

リスト」と関連付けたパフォーマンステストの在り方及び評価方法等についての共通理解を図

ってきた。 

中学校では、計画的にパフォーマンステストを実施しているところがほとんどであるが、明

確な定義付けが曖昧であるため、「活動ありき」となってしまい、生徒の活動が評価に反映され

ていない実態も見受けられる。そのこともあって、実施回数が目標値に達していない現状があ

る。 

今後、「話すこと」「書くこと」におけるパフォーマンステストの内容や実施方法、評価との

関わり等について、研修会や研究授業等を通して理解を深める必要がある。「外部専門機関と連

携した英語指導力向上事業」において県内大学との連携を強化し、専門的な助言を生かしたり、

研修協力校や県内の研究指定校等の具体的な実践例等を積極的に発信したりするなど、適切な

実施の在り方、評価の在り方等に向けて意識を高めるための取組を推進する。 

 

【高等学校】 

  平成２８年度から本県独自のスピーキングテスト「高校生英会話力テスト」を開発し、ＡＬ

Ｔ等を活用して全日制県立高校の全ての生徒を対象にインタビューテストを行っている。昨年

度と比較し、特にコミュニケーション英語Ⅰ～Ⅲにおけるスピーキングテストの実施回数が、

大幅に増加した。一方、ライティングテストについては、実施回数は増加しているものの目標

値には達していない状況である。 

  １１月には「言語活動・パフォーマンステスト研修会」を実施し、パフォーマンステストの

意義や方法論について研修及びワークショップを行った。 

  これらの成果を生かし、次年度は「高校生英会話力テスト」の質をさらに高めるとともに、

ライティングテストの実施回数を高めるための取組を強化したい。 

 

⑥英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 

【中学校】 

２８年度：６６．６％（２８年度目標値：７５％）  ２９年度目標値：１００％ 

【高等学校】 

２８年度：５２．５％（２８年度目標値：６０％）  ２９年度目標値：８０％ 

 

《平成２９年度の取組》 

【中学校】 

  ④で述べた平成２７～２９年度の教員が目指す「３つの姿」の一つとして、「授業の半分以上

を英語で行う」がある。「教室英語」を日常的に使用したり、英語でのやり取りや生徒の活動を

中心とした授業づくりに努めたりすることを、研修会や授業研究会等で継続して働きかけると

ともに、そのねらいや望まれる成果等について各市町教育委員会へも説明を行った。 

その成果として、「発話をおおむねまたは半分以上を英語で行っている」英語科担当教員の割

合は昨年度より向上した。 

英語教育推進リーダーを活用した「英語指導力向上研修地区別研修会」は、ほぼ英語で進め

られており、英語で行うことを基本とした授業づくりへの意識も高まっている。参加者の事後

アンケートからも、英語で授業を進めていこうという意識の高まりが十分にうかがえた。 

今後も継続して、英語で行うことを基本とした授業への意識を高め、研修協力校をはじめと

した授業公開等で実践事例を示すなどして、英語担当教員の英語使用を普及させていく。 
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【高等学校】 

  今年度は、昨年度の４１．１％から５２．２％に大幅に上昇し、英語で進める授業が着実に

広がりつつある。一方、教師による説明が中心の授業も散見され、目標には達していない。「外

部専門機関と連携した英語指導力向上事業」に係る各研修会において英語で進める授業のモデ

ルを示したり、県英語教育研究会が発行するニュースレターを活用して情報発信を行ったりす

るなどして、教師が英語を使用するに当たっての意義や効果的な指導方法等について、今後も

周知徹底を図っていく。 

  平成２８年度末には英語教育推進リーダーによる「英語科教員指導力向上研修」の修了者が

全教員の７割程度となった。研修を生かし、英語による言語活動を中心とした授業がさらに活

発に行われることが期待される。 

⑧英語担当教員に対する研修実施回数 

【小学校】 

 ２８年度：２３回 ５９１名（２８年度目標値：２０回 ５００名） 

 ２９年度目標値：１５回 ３００名 

【中学校】 

２８年度：３６回、７０８名（２８年度目標値：３０回、５００名） 

２９年度目標値：２０回、１８０名 

【高等学校】 

２８年度：２３回、４８４名（２８年度目標値：２０回、３００名） 

２９年度目標値：２０回、２５０名 

《平成２９年度の取組》 

【小学校】【中学校】 

  前述のとおり、本県では平成２７～２９年度を「長崎県英語指導力向上の期間」とし、この

期間に英語教育推進リーダーを活用した「地区別研修会」をすべての地区で計画的に実施する

こととしている。現在のところ研修は順調に進められており、２９年度までに、すべての小学

校中核教員及び中学校英語科教員が受講を終える予定である。 

  研修内容を授業実践につなげるためにも、授業公開や研修会等において、より良い授業づく

りに向けた実践事例を広く普及させることが必要である。本年度は、県教育センターにおいて

も英語教育に係る研修講座の更なる拡大・充実を図る。小学校では英語教育推進リーダーを活

用した研修会を、中学校においては「ＣＡＮ－ＤＯリスト」を活用した研修会（教育センター

の講座）を計画している。また、既存の「英語教育推進協議会」を拡大し、県内全市町教育委

員会の担当者が研修会の開催に関与するよう体制を整えるなど、県全体として英語教育に係る

研修の充実を図るための取組を強化していく計画である。 

【高等学校】 

  英語教育推進リーダーを活用した「英語科教員指導力向上研修」及び「外部専門機関と連携

した英語指導力向上事業」における各研修会を中心に、幅広いテーマに関して研修の機会を提

供し、教員の指導力向上に努めてきた。 

①高等学校英語科教員指導力向上研修 ： ７～８月、１～２月に各３日間実施、６５名受講 

②高等学校英語科主任研修会（ＣＡＮ－ＤＯリスト活用） ： ５月実施、３３名受講 

③リーディング指導研修会 ： ７月実施、３３名受講 

 ④教員の英語力向上研修会Ⅰ ： ８月実施、４０名参加 

  ⑤言語活動・パフォーマンステスト研修会 ： １１月実施、３８名参加 

  ⑥教員の英語力向上研修会Ⅱ ： ２月実施、５０名参加予定 

  ⑦その他（初任者研修、教科指導ミドルリーダー養成研修等） ： ２５名参加 

  各研修の受講者は各所属校で研修内容の報告等を行うこととしているが、学校によって取組

の差もある。今後は研修内容を充実させるとともに、その成果をいかに効果的に普及させるか

について検討していく必要がある。 
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（３）研修の体系と内容の具体 

○小・中学校 

  平成２７年度から２９年度までの３年間を「長崎県英語指導力向上の期間」とし、小・中学

校教員の英語指導力向上に係る研修会を計画的に実施している。小・中学校では、３年間の期

間において、それぞれ次のことを目指す。 

   

 

 

 

 

  上記の「３つの姿」の浸透を図るとともに、大学等の外部専門機関の協力を得ながら、小学

校における英語教育の早期化・教科化、中学校における英語教育内容の高度化に対応できる英

語指導力を持った教員の育成を目指すこととしている。 

  また、研修協力校３校（小学校２校・中学校１校）を指定し、授業公開等を通して、大学等

と連携した取組や実践内容についての普及を図る。 

 【英語教育推進協議会の設置】 

   平成２８年度に、県教育委員会（義務教育課・教育センター）、研修協力校及び関係市町教

育委員会（研修協力校を持つ市町）、関係大学が連携し、英語教育推進協議会を設置した。本

協議会では、英語教育の在り方等について協議し、連携を深めるとともに、当該地区及び周

辺地区の英語指導力向上に資する取組の推進強化に努め、事業の在り方や目指す教員の姿を

実現するための取組、県内各市町教育委員会と県内大学との積極的な連携に向けた支援体制

作り等を推進してきた。 

平成２９年度は、前述のとおり推進協議会の拡充を図り、県内全市町教育委員会及び長崎

大学附属学校を加え、県内の他大学や関係機関等との円滑な連携を目指し、５月に第１回協

議会を実施した。県内の英語教育の連携・協力体制を構築し、同一方針のもと、その改善に

向けた取組をそれぞれの立場で確実に推進していくことにより、本県の英語教育の更なる充

実につなげることができると考えている。 

１月～２月にかけて、第２回協議会を実施する計画である。 

 

【研修の内容】 

  ①英語指導力向上研修地区別研修会 

    研修対象者：対象となる地区の小学校中核教員及び全ての中学校英語科担当教員 

    研修目的・内容等： 

     小学校教員及び中学校英語科教員の英語力・授業力の向上を図り、本県の小・中学校

における英語教育の充実に資することを目的とする。中央研修を受講した英語教育推進

リーダーを講師として、中央研修で学んだ指導技術の伝達等を中心とする研修を行う。

（中学校英語科担当教員を対象として、外部検定試験を受験する機会を提供する。） 

 

  ②研修協力校における公開授業を通しての研修会 

    研修協力校による授業を通して、「ＣＡＮ－ＤＯリスト」を生かした指導や児童生徒の活

動を中心とした授業づくりなど、授業・評価の改善に資することを目的とする。県内大学

等と連携し、研究協議において専門的・具体的な指導方法等について学ぶなど、英語指導

力を高めるための研修内容を計画する。研修会への参加は県内全域を対象とする。 

    平成２８年度に引き続き、２９年度も研修協力校を小学校２校、中学校１校とする。公

開授業を計画的に実施することにより、県内各地で参会者が自校の取組に生かすことがで

きるようにする。 

 

 

小学校では、学年を問わず、すべての先生が 
 ・外国語活動の授業を経験する。 
 ・簡単な英語で子どもに指示ができる。 
 ・ＡＬＴと協力して指導ができる。 

中学校では、すべての英語科の先生が 
 ・授業の半分以上を英語で行う。 
 ・生徒の言語活動が活発な授業を行う。 
・CAN-DO リストを活用した指導ができる。
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○高等学校 

平成２８年度は、研修協力校１校を指定し、普通科を中心とした３３校の英語科教員を対象

に研修協力校の取組を生かした研修会を開催するとともに、外部機関を活用した英語指導力向

上に係る研修会を実施した。 

平成２９年度は、専門学科・総合学科及び定時制高校３２校の英語科教員を対象に、同様の

取組を推進し、英語科教員の英語指導力向上に資する取組を推進する。 

【研修の内容】 

①英語科主任研修会 

    研修対象者：対象となる高校の英語科主任等３２名 

   研修目的・内容等： 

学校全体で英語指導力の向上を図るため、各校の英語科主任を対象にした研修会を実 

施する。指導主事が英語教育改善プラン等について講義を行うとともに、外部専門機関 

から講師を招き、「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の効果的な活用について講演及びワークショッ 

プを行う。また、各学校が作成したリストをもとに活用事例等について情報共有を行う。 

 

②リーディング指導研修会 

    研修対象者：対象となる高校の英語科担当教員約３２名 

    研修目的・内容等： 

教科書以外の教材を効果的に活用するスキルを身に付けさせるため、洋書等オーセン

ティックな教材を活用し多読を取り入れたリーディング指導について、外部講師を招き、

講義及びワークショップ（模擬授業等）を実施する。また、研修協力校において多読指

導を中心とした公開授業を実施し、研究協議等を通じて指導力の向上を図る。 

 

③言語活動・パフォーマンステスト研修会 

    研修対象者：対象となる高校の英語科担当教員約３２名 

    研修目的・内容等： 

     大学等から講師を招き、授業における言語活動の効果的な活用方法や、評価における

パフォーマンステストの内容、実施方法、留意点等についての講演やワークショップを

実施する。 

 

④教員の英語力向上のための研修会 

    研修対象者：対象となる高校に勤務し外部検定試験の受験を予定している教員４０名 

程度 

    研修目的：内容等： 

     英語で行う授業を推進するため、教員の英語力を高めることを目的として実施する。

英語力向上への取組について講義や演習を行う。また、参加者は後日 TOEIC IP テストを

受験する。 

 

⑤研修協力校における公開授業 

    研修協力校において、上記①～④に示した各研修会と抱き合わせる形で公開授業を実施

する。また、研究協議等において生徒の英語運用力を高める効果的な指導について情報交

換を行う。 
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（４）年間事業計画 

月 都道府県等の取組 外部専門機関等 

４月 
 

 

 

５月 

【小中高】第１回長崎県英語教育推進協議会 長崎大学、長崎県立大学、 

活水女子大学、長崎純心大学 

【高校】英語科主任研修会 ﾍﾞﾈｯｾ･ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ等 

６月 

【小中】英語教育推進リーダー連絡協議会 

 

 

【小中高】研修協力校を活用した授業研究会 

（２月まで、各校３回程度を予定） 

県内大学等 

７月 

【小中】英語指導力向上研修地区別研修会 

（８月まで地区別に３日間） 

 

【高校】リーディング指導研修会 

【高校】英語教員指導力向上研修① 

（８月まで） 

県外大学 

８月 
【高校】教員の英語力向上研修会Ⅰ 

 

外部試験実施団体等 

９月 
 

 

 

１０月 
 

 

 

１１月 
【高校】言語活動・パフォーマンステスト研修会 

 

県内大学 

１２月 

【小中】地区別研修会の内容を生かした研修会の実施状況に 

係るアンケート集約 

 

【高校】英語教員指導力向上研修② 

（２月まで） 

 

１月 
 

 

 

２月 

【小中高】第２回長崎県英語教育推進協議会 

 

長崎大学、長崎県立大学、 

活水女子大学、長崎純心大学 

【高校】教員の英語力向上研修会Ⅱ（外部検定試験受験）  

【小中高】英語教育推進リーダーを活用した研修会のまとめ  

３月 
 

 

 

【その他の取組】 

○「英語教育推進リーダー連絡協議会」の実施により、英語教育推進リーダー中央研修に参加した

教員が、研修内容や地区別研修会の進め方等について協議する機会を設定する。（小・中） 

 



目標管理書

H25

校種 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

① 求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％） 54 59.5 61.1 70 66.3 80
② 求められる英語力を有する生徒の割合（％） 28.3 32.1 35.1 42 39.9 50
③ 学習到達目標の整備状況　　設定（％）　 6.8 5.3 10.5 100 98.7 100

　　　　　　　　　　　　　　　　　  公表（％） 1.4 1.3 5.3 50 18.7 100
                                        達成状況の把握（％） 1.4 2.7 3.9 50 38.7 100

④ 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 35.1 40.3 42.8 50 49.2 60
⑤ パフォーマンステストの実施状況 　　　コミュニケーション英語Ⅰ 0.93 1.2 1.26 1.5

　　　スピーキングテスト（回）　　　　　  コミュニケーション英語Ⅱ　 0.43 0.7 1.07 1
                                                    コミュニケーション英語Ⅲ　 0.17 0.5 1.12 1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英語表現Ⅰ 0.91 1.2 0.5 1.5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英語表現Ⅱ 0.41 0.7 0.83 1
　　　ライティングテスト（回）　　　　　    コミュニケーション英語Ⅰ 0.09 0.5 0.41 1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   コミュニケーション英語Ⅱ 0.22 0.5 0.22 1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コミュニケーション英語Ⅲ 0.12 0.5 0.3 1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   英語表現Ⅰ 0.71 1 0.75 1.5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   英語表現Ⅱ 0.85 1 1.8 1.5

⑥ 英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 44.9 41.1 60 52.5 80
⑧ 英語担当教員に対する研修実施回数 13 16 20 23 20

研修受講者数 144 262 300 484 250

H25
校種 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

① 求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％） 20.6 22.9 25.9 40 29.3 50
② 求められる英語力を有する生徒の割合（％） 27.8 31.3 32.7 40 32.8 50
③ 学習到達目標の整備状況　　設定（％）　 18.1 19.9 28.2 60 83.9 100

　　　　　　　　　　　　　　　　　  公表（％） 2.8 2.8 5.7 60 7.5 100
                                        達成状況の把握（％） 14.7 14.7 18.4 60 34.5 100

④ 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 44.4 65.1 71.8 75 71.6 80
⑤ パフォーマンステストの実施状況　スピーキングテスト（回） 2.7 2.9 2.5 3.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ライティングテスト（回） 2.3 2.4 1.5 2.5
⑥ 英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 39.2 62.5 75 66.6 100
⑧ 英語担当教員に対する研修実施回数 25 27 30 36 20

研修受講者数 233 273 500 708 180

H25
校種 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

⑦ 相応の英語力を有する小学校教員の割合（％）
⑧ 小学校教員に対する研修実施回数 2 17 20 23 15

研修受講者数 26 154 500 591 300

H25
独自 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
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